
「豊かな自然と共存しながら，安心して暮らしたい 」これは人類共。

通の願いであり，そのために人々の環境への意識は高まるばかりです。

そのような中，土壌・地下水汚染問題が広く取りざたされています。

昨今の我が国の経済復興の決め手と期待される不動産の流動化の中で

どのように土壌・地下水汚染の修復を行うべきか，また，修復のレベル

に応じた不動産の活用を検討するかなど，土壌・地下水汚染と“どのよ

うに付き合うか”を真剣に検討する必要があります。

土壌・地下水汚染の状況を調査・分析し、汚染地盤を修復する地盤環

境改善事業は社会経済的に重要なものです。

弊社は，環境省より「土壌汚染対策法」による「指定調査機関」に指

定され，土壌・地下水汚染可能性調査から修復設計・工事，モニタリン

グまで，専門調査・コンサルティング会社として様々な要請・要望にお

答え致します。
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土壌汚染の調査と対策

難透水層（粘土・シルト）

地下水の流れ

第１種特定有害物質
（揮発性有機化合物）

第２・３種特定有害物質
（重金属・農薬等）

油　類



全ての土壌・地下水汚染を環境基準まで浄化することは経済的に非現

実的な話です。どこまで浄化するのか，どのような修復方法を実施する

のか，どのような土地利用が可能であるか等の方針を検討する必要があ

ります。そのためにも土壌・地下水汚染の現況を適正に把握することが

望まれています。

-土壌・地下水汚染可能性調査の流れ-

対象地概況調査
（フェーズ１）

対象地詳細調査
（フェーズ２）

対象地詳細調査
（フェーズ３）

使用履歴調査

事業内容・創業
年次等の追加調査

レベル１診断

使用物質と使用履歴か
ら地下浸透の可能性，
汚染レベルを推定。

地籍調査

地盤環境調査

レベル２診断

対象地の地盤環境特性
から，地下浸透が生じ
た場合の土壌・地下汚
染の可能性を検討す
る。
※危険度を100m2毎に
３つに区分(①ない②少
ない③ある)

表層土壌･ガス調査
(GL-1.0m程度)

レベル３診断

土壌汚染が確認された
場合，詳細調査計画。
汚染レベルが環境基準
以下の場合，将来的な
環境リスクを検討。
必要に応じて詳細調査
を提案。

調査報告
診断書の作成

ボーリング調査
（GL-10m程度）

地下水調査

浄化・修復のための
計画案を策定

レベル４診断

詳細調査結果から汚染機構を検
討。敷地外への汚染流出が確認
された場合は，応急対策を先行
実施。
恒久対策はコストマネージメント
を含む総合評価後に実施
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調査対象となる土地
①有害物質を取り扱っていた特定施設が廃止された土地
②都道府県知事が土壌汚染によって人の健康に被害の及ぶ恐れがあると認めた土地

対　策　工



≪対象地詳細調査（フェーズ３）≫

◆資料等調査によって、対象地の土地利用及び有害物質の使用履歴など、

汚染のおそれについて、容易に入手できると認められる範囲で把握

◆対象地を有害物質ごとおよび，おそれごとに分類

表層ガス調査◆表層土壌・ガス調査を実施 ●

◆汚染レベル・汚染リスクの検討

●表層土壌調査

採取コアサンプル

ポータブルＧＣ (PID)

◆環境ボーリングマシーンにより，深さ方向の汚染レベルの把握

◆浄化・修復等の対策検討

環境ボーリングマシーン

 分 類  把握事項  
 地形・水文地質構造  地形、地質、水文地質、地下水流動  
 地下水汚染状況  汚染濃度分布、汚染濃度変化  
 汚染物質の利用状況  汚染物質の使用状況  

（原材料、使用薬品、使用方法、使用量、  
 使用期間、回収量）  
汚染物質の保管・運搬状況  
 （保管場所、保管方法、輸送方法）  
排水・廃棄物の発生・処理状況  
（発生量、発生経路、処理施設、排出量、  
 排出濃度、廃棄物埋め立ての有無など）  
施設の破損や事故の履歴  
 （汚染物質の漏出の有無）  

 土地・地下水の利用状況  土地利用（過去、現在、将来計画）  
地下水利用（過去、現在、将来計画）  

 過去の事業活動  過去の事業活動における汚染物質漏出の可能性  
 

≪対象地詳細調査（フェーズ２）≫

≪対象地概況調査（フェーズ１）≫

環境ボーリング
　●対象物質の分析に適した試料の採取
　●掘削深度、調査点数等に応じた掘削マ
　　シン・掘削方法の選定
　●二次汚染防止


